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遮
．
咽
瀦
欄
審
．
釦
：
．

ゆ
鯨
卍

・
・
網
丞
謡
…
－
，
渦
璽
　
礪

ノ

、
，
「

・
♂
∴
鳩

O

塾
　
　
哩

団

匪

　
　
　
　
・

　
　
東
郷
村
…
…
・
…
隅
番
地

　
　
　
　
何
　
　
、
某
⑰
、

東
郷
村
鶴
町
議
長
旧

識
属
鐵
．

㍉
論
　
調
、

　
　
　
　
　
　
罐

乱
穐
・
纏
報

－
卜
東
郷
．
村
教
育
委
員
会
設
置

三
周
，
年

　
本
村
教
育
委
員
会
ば
昭
和
二

十
七
年
十
一
月
嶋
日
に
野
口
き

れ
ま
し
た
の
で
こ
、
に
三
思
年

の
記
念
日
を
迎
え
ま
し
た
ρ
こ

の
間
村
当
局
、
紺
議
会
、
学
校

関
係
者
、
村
民
各
位
φ
絶
大
な

　
　
　
　
　
　
る
御
支
援
に

　
　
　
．
ヘ
ノ
よ
り
本
村
教

を
　
　
　
て
ま
い
り
ま

　
　
　
し
た
こ
と
は

　
　
　
同
慶
に
堪
え

　
　
　
．
ま
せ
ん
。
，

　
　
　
づ
教
育
委
員
」

榔
繍
、

、
’
，
｝
　
法
策
一
条
に

壱
，
　
　
　
示
明
し
て
あ

　
　
　
る
よ
う
に
敦

　
　
　
育
が
不
当
な

槽
簗
簿

　
　
　
喝
、
閑
臥
全

と　　
　
体
に
対
し
直
員
全
員
轡
席
の
も
と
に
会
潮
二

任
躯
罷
篶
讐
耀
礁
難
額

曜
諜
，
蘂
臨
鷲

ら
意
に
よ
の
地

　
　
　
方
の
実
情
に

自
．
響
た
警

　
　
．
育
が
正
し
く

よ
し
か
も
力
強

　
　
　
く
進
展
の
一

し
途
を
だ
ど
つ

當

育
携

弟の教、
子
・
限

（第47’与プ　　　’…

　　私達は私達の
私達自らの責任と権

町
　
り

・
暫
．
　
、
．
’
｛
・

　
　
え
酷
弘
、

行
政
を
行
う

た
め
に
教
育

委
員
会
を
設
．

け
て
教
育
本

来
の
目
的

を
逮
成
す
る
た
め
で
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
。

　
我
が
国
の
教
育
が
過
去
に
於

て
一
部
の
権
力
や
誤
ま
れ
る
三

歎
の
指
導
者
に
よ
っ
て
左
右
さ

笛47号

か
翫

　
・
行
東
村

和
発
崎
郷

昭
．
宮
，
心

綱
刷
堵

安
電

電
驚
．

　　

@　

ﾊ
二
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
に
対
す
る
拘
束
事
項
が
遡
る
程
・

教
誌
謙
］
繋
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
O
議
案
第
四
十
四
号
．
農
業
協

雛
騨
鶴
嚢
題
鮪
鱗
瀦
㏄
獺
蜘
餓
聾
唖
の
特
別

を
も
た
ら
し
た
の
，
で
あ
り
ま
と
こ
ろ
に
そ
の
根
源
の
あ
る
こ
．
本
件
は
き
き
に
農
業
協
同
組
合
、

す
。
こ
の
よ
う
な
ζ
と
が
再
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
申
す
ま
で
も
あ
か
ま
せ
か
ら
の
陳
情
に
よ
り
九
月
定
例

な
い
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
教
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
会
で
農
協
に
五
百
万
円
の
長

育
委
員
会
の
育
成
強
化
に
つ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
国
日
本
の
再
建
を
ば
か
り
期
無
利
手
の
預
託
を
す
る
く
と

　
　
覧
・
ε
≡
垂
茎
≡
・
＝
＝
≡
妻
嚢
二
二
藝
ξ
・
≡
呪
　
　
　
可
決
確
定
し
北
。

隔
議
会
”
報
㍗
魯
…
．
．
。
棚
耀
羅
斯
欝
編
鯉

凸
型
・
、
3
．
謬
一
・
8
彗
警
鞠
…
㎏
＝
．
一
一
帖
・
．
胃
・
、
．
＝
一
一
一
5
昌
．
曜
一
≡
§
ξ
§
箋
乳
　
　
　
　
　
　
　
険
直
営
診
療
所
這
這
勘
定
特

痴
東
郷
村
会
臨
時
麟
会
は
昭
和
一
．
度
東
郷
村
国
禺
健
康
保
険
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
追

三
十
年
十
月
二
十
八
日
午
前
十
　
　
墓
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
　
　
加
更
正
に
つ
い
て
。
－

時
紺
会
鶴
事
堂
に
招
集
辱
れ
議
　
　
決
算
の
認
竃
に
つ
い
て
。
　
　
本
件
は
直
営
診
療
所
の
病
棟
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
認
第
三
号
　
昭
和
二
十
九
年
設
資
金
の
追
加
が
そ
の
主
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
東
郷
村
国
民
健
豪
課
険
直
も
の
で
二
・
四
噌
四
、
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
診
療
所
施
綬
勘
定
憾
別
会
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出
亡
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
足
に
予
婁
現
計
は
八
・
二
七
二
、
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
。
　
　
　
　
　
　
　
七
一
，
円
と
な
軌
原
案
ど
お
b
可

　　

@　

@　

@　

@　

@　

ﾖ
繕
蜷
親
鍵
罪
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
年
度
東
郷
村
歳
入
歳
出
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
の
適
加
更
正
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
体
は
台
属
篤
ニ
ャ
ニ
号
に
よ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
災
害
復
旧
事
業
申
耕
地
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
旧
費
及
び
議
案
第
四
十
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
麟
決
に
基
く
二
幅
振
興
の
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
積
立
金
が
主
な
る
も
の
で
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
費
用
に
一
6
、
三
三
乞
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
円
を
、
そ
の
他
色
費
用
に

　
　O

麟
案
篤
四
十
三
号
　
東
郷
村
本
件
昭
和
三
十
年
八
月
一
日
一
二
、
六
二
六
、
O
二
四
円
を
追

　
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
乾
．
加
更
正
す
る
●
案
で
何
れ
も
や

　
改
正
事
る
条
例
の
制
定
に
つ
．
律
の
公
布
に
伴
う
村
税
賦
課
徽
む
を
得
な
い
費
用
で
あ
り
原
案
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
傑
翻
の
一
都
改
正
宅
納
税
者

　
い
で
　
　
・
：
・
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
お
り
可
決
璽
旧
し
た
。
・
　
↑

　　

@
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詰
引
回
靴
難
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駐
欝
騰
緊
　
　
一
駆
脚

別二
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v足

別
会
計
定

一
．
般
会
計

区
分

へ
ぎ
・
心
盗

ぜ
、
恋
国
国
．

，呈W
爾
益
円
歳
入

○
認
璽
号
昭
童
十
．
九
年

飛
詣
さ
・
穴

蚤
妻
璽

一凶「

g
き
，
議
圃

一
歳
出

π
、
　
　
，

・
㌣
杢
＝
…
暴
ミ

差、
�
c
金

き
愚
巽
き
果
呉
ご

養
建
盈
昌
飛
9

箕繰

u越

出
来
秋
貯
蓄
運
動
に

農
協
専
務

農
家
の
皆
さ
ん
！
今
年
は
稀
に

見
る
豊
年
満
作
が
予
想
ざ
れ
て

い
ま
し
だ
の
に
、
今
一
息
と
い

縦
陣
顔
鵠
哩
雛
覗

が
え
す
も
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
つ
く
づ
く
考
え
ま

す
こ
と
は
、
亀
達
農
耕
者
は
殆

ど
本
能
的
嬉
平
穏
無
事
な
天
上

を
祈
り
な
が
ら
、
毎
年
毎
年
の

農
業
生
活
を
繰
返
し
て
来
て
い

る
の
だ
と
い
う
ζ
と
で
す
。
．

と
こ
ろ
が
宮
崎
測
僕
所
の
気
象

年
報
に
よ
り
毒
す
と
、
明
治
廿

、
四
年
か
ら
紹
和
廿
七
年
の
六
十

．
二
年
閥
に
百
二
詮
四
回
の
台
風

が
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ザ
ま
す
。
年
平
身
二
回
の
甑
で

す
。
平
凡
な
こ
と
で
す
が
「
台

六
干
羽
田
で
、
そ
の
う
ち
六
億

円
を
「
く
み
あ
い
定
期
」
で
消
化
．

す
る
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
金
額
が
各
冠
位
痕
協

に
お
ろ
さ
れ
て
、
策
郷
農
協
は

三
八
O
萬
円
の
定
期
貯
金
を
消

化
す
る
よ
う
に
要
請
ざ
れ
て
い

ま
す
。
前
述
し
ま
し
た
よ
う
に

貯
金
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
来
年
は
来
年
は
で
は
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
鎖
す
ぐ
今
年
の

こ
の
出
来
秋
か
ら
来
年
の
準
備

を
す
る
弛
め
に
、
出
来
秋
貯
蓄

運
動
に
全
面
的
に
御
協
力
下
さ

い
。
組
台
の
運
営
の
た
め
に
も

是
非
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、
絶
大
な
る
御
支
授

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

講
願
、
陳
頭
書
の

　
　
　
　
　
　
　
つ

書
式
等
に
つ
い
て

長
、
・
麟
長
に
提
幽
ざ
れ
る
陳

　
　
　
，
紅
・
葉
・
．
の
歌
鳳
　
．
　
歌
　
冬

　
　
　
ヤ

講
霜
置
く
る
が
如
く
天
つ
日
の
光
を
ム
く
み
に
ほ
ム
、
も
み
ち
業

ゆ
く
り
な
く
梢
は
な
れ
て
殻
ひ
う
か
潔
ひ
と
葉
の
も
み
ち
缶
と
照

り
鬼
う
　
　
・
　
　
　
　
　
．
　
・
　
　
．
．
　
　
　
．
．

鏡
な
す
け
ム
の
て
こ
ろ
に
照
ゲ
う
つ
る
仙
邊
の
紅
葉
か
な
し
が
φ

け
動
…

し
め
り
疫
お
落
棄
を
踏
み
て
わ
が
急
ぐ
向
ひ
の
山
に
燃
ゆ
る
も
み

ち
葉

風
は
必
ず
来
る
！
」
と
い
う
準

備
の
上
に
立
つ
た
農
巣
経
営
の

、
覆
立
が
私
達
に
乏
っ
て
絶
対
に

必
要
で
あ
り
ま
す
。
来
年
も
必

ず
台
風
縁
来
る
で
し
ょ
う
！

・
さ
あ
今
か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
．

よ
う
一
・

出
来
秋
の
米
代
金
や
正
看
代
金

を
計
画
的
に
使
い
ま
し
よ
う
。

先
ず
借
金
の
あ
る
人
は
き
れ
い

に
返
し
て
し
ま
い
ま
し
よ
う
。

余
裕
が
あ
れ
ば
、
．
ま
だ
期
限
の

き
て
い
な
い
災
害
借
入
金
な
ど

も
返
し
ま
℃
よ
う
。
す
き
好
ん

で
借
金
を
す
る
人
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
濃
粟
手
形
や
重
扇
資

金
の
借
入
金
な
ど
ば
（
案
外
、

「
誰
で
も
し
て
い
る
か
ら
、
・
す

み
の
が
あ
た
り
前
だ
』
と
い
う

よ
う
に
な
り
が
ち
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
農
象
の
よ
う
に
、
毎
年

お
な
じ
広
さ
の
田
畑
む
耕
し
、

お
な
じ
ぐ
ら
い
の
収
入
し
か
な

い
も
の
が
歯
一
度
借
金
を
す
る

と
、
毎
年
金
を
借
り
な
け
れ

ば
、
経
営
や
暮
し
が
や
っ
て
い

け
な
く
な
っ
て
、
借
金
が
習
慣

的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
借

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

予
算
を
た
て
～
▽
そ
れ
に
む
と

つ
い
て
生
活
す
る
こ
亡
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
予
算
都
立
て

る
と
い
っ
て
も
3
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
り
、
ま
た
計
画
を

置
碁
酵
凝
跨
鵬

崩
れ
て
し
ま
い
ま
海
そ
こ

で
、
支
出
の
計
画
は
貯
金
と
結

び
つ
け
て
や
る
の
が
成
功
へ
」
の

阜
道
で
す
。
例
え
ば
米
代
金
な

ど
が
入
っ
た
と
き
に
、
す
ぐ
目

前
に
せ
ま
っ
た
酒
肥
や
、
来
年

の
春
肥
や
、
農
薬
代
や
、
共
済

掛
金
、
税
金
や
教
育
費
な
ど
の

是
非
必
要
な
経
巻
に
賎
そ
の
ま

ま
手
を
つ
け
ず
に
貯
金
に
預
け
「

て
お
い
て
、
残
り
の
収
入
で
生

活
を
支
え
て
ゆ
く
工
面
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
生
活

の
合
理
化
、
簡
素
化
、
冗
費
の

節
約
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
い
ま
、
全
国
の
農
協

で
は
、
い
っ
せ
い
に
掛
来
秋
の

貯
蓄
運
指
を
展
開
し
て
い
ま

昌
す
コ
宮
崎
県
の
目
繰
言
が
八
億

情
書
（
請
願
書
）
の
書
式
は
各
個

ま
ち
ま
ち
で
取
扱
上
困
り
ま
す

の
で
爾
今
次
の
書
式
で
調
製
し

議
会
開
会
の
少
く
も
三
日
前
迄

に
は
提
出
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
請
願
嘗
、
．
陳
情
書
は
す

べ
て
そ
の
要
旨
を
印
刷
し
議
案

と
共
に
運
営
委
員
会
の
審
麟
に

付
さ
れ
議
事
日
程
が
決
定
さ
れ

る
閥
係
上
遅
れ
て
提
出
さ
れ
た

略
の
に
つ
い
て
は
次
の
議
会
迄

持
越
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
な
る
べ
く
早
目
に
提
出
む

て
下
さ
い
。

観
劇
眠
長
に
提
出
さ
れ
る
陳
惰
書

や
請
願
書
に
は
そ
の
田
口
に
二

人
以
上
の
紹
介
麟
員
の
氏
名
が

け
な
れ
ぼ
提
案
が
で
き
な
い
の

．
で
必
♂
事
前
に
紹
介
議
員
を
定

め
氏
名
捺
印
を
求
め
て
提
出
し
㎝

て
下
き
い
。

盆
嘱
式
）

一
、
陳
情
（
請
願
）
の
要
冒

　
要
石
を
な
る
べ
く
簡
単
に
一

　
行
乃
至
三
行
位
に
縮
め
て
記

　
載
の
こ
と

二
、
陳
情
（
驚
願
）
の
理
由

　
そ
の
理
由
を
詳
細
に
記
載
す
．

　
る
こ
と
　
　
　
「
．

O
●
●
0
■
■
．
．
■
・
●
●
●
8
●
●
O
■
●
O
■
●
巳
6
　
・
．
●
じ
9
9
，
，
●
●
，
●

・
昭
和
年
月
日
　
　
’

　
　
提
出
者

・
第
三
回
本
村
陸
上
競
技

　
　
　
　
選
手
権
大
会
報
告

　
十
月
十
六
日
体
育
日
和
に
恵

ま
れ
て
午
前
十
時
が
ら
東
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
於
て
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
村
内
各
選
手
σ
力
走
に

よ
っ
て
九
の
新
記
録
が
樹
立
さ

れ
た
。
，
　
　
　
「
　
：

　
本
年
は
新
に
申
学
校
部
を
設

け
更
に
村
内
各
学
校
対
校
の
継

淀
も
行
わ
れ
た
た
め
一
般
観
衆

も
多
く
午
后
四
時
選
手
権
太
会

に
ふ
さ
わ
し
い
感
激
の
裡
に
大

会
は
終
了
し
た
。

・
当
日
の
成
績
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
　
．

團
【
三
〇
才
未
満
男
子
】

竃
8
米

急
難
蕪
w

一
万
米
果
三
叉
秒
噌

　
　
　
海
野
　
満
男
（
坪
　
．
谷
V

需
・
・
，
雛
撃
鵠
寓
四
）

書
｝
肇
融
餅
貯
）

三
段
跳
饒
埜
。
欺
鹸
ぴ

三
朝
黒
血
離
養
）

言
〔
釆
　
三
秒
罵

　
　
　
小
林
　
　
懲
（
福
瀬
）
　
　
　
中
井
　
　
清
（
羽
坂
）

舌
O
米
　
孟
秒
只
大
会
新
）
　
　
砲
丸
　
幽
米
O

　
　
、
児
玉
．
博
（
坪
小
職
員
）
．
　
　
那
須

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
一
（
小
野
田
）

圓
。
莱
翫
螂
果
蛭
脾
臓
）
安
子
の
部
】

　
　
　
呂
分
一
都
町
　
　
　
　
言
〔
釆

（
8
米

　
　
．
寺
田
　
．
感
（
鶴
野
内
）

　
　
　
　
輿
召
畠
秒

　
　
　
中
谷
　
　
　
（
仲
．
深
）

継
走
（
合
0
米
）
　
一
分
異
秒
國

一
　
　
．
青
年
濱
ノ
」
ム
・

　
【
三
〇
才
～
三
九
才
男
子
】

　
　
　
　
糞
秒
六

一
8
米

　
　
山
田
富
多
美
（
東
中
職
員
）
．

．
走
巾
鼠
米
嵩
．

　
　
　
奈
須
武
行
（
〃
　
）

定
高
来
踊

　
　
　
奈
須
武
行
（
東
中
職
員
）

砲
丸
投
．
血
釆
呉

　
　
「
．
藤
原
清
次
郎
（
小
野
田
）

、
【
四
〇
才
以
上
男
手
】

醐
8
米
　
四
球
0

　
　
　
竃
秒
四
、

　
　
　
高
瀬
フ
ジ
子
（
寺
、
追
）

走
巾
．
莱
鵡

　
　
　
高
瀬
フ
ジ
子
（
　
〃
　
）

書
謎
賭
建
国
）
乙

魂
松
緊
（
蔭
『
）

砲
丸
七
米
全
（
大
会
新
）

　
　
　
黒
末
．
．
伸
子
（
寺
迫
）選手権大会風景（800継走決勝）

【
中
学
校
男
子
】
、

一
〇
〔
釆
‘
竃
秒
臨

　
　
　
箆
瀬

　
　
　
　
　
　
義
男
（
稟

一
8
米
　
三
秒
置
，

　
　
　
寺
原
　
　
功
（
旧
称

　
　
　
毫
秒
別
　
　
　
帯

き
Q
米

　
　
　
纂
瀬
義
男
（
　
〃
’

口
8
米
　
一
分
隅
秒

　
　
　
矢
野
．
弘
（
坪

§
米
着
電
調
（

走
巾
竃
米

声
　
　
甲
斐
　
浩
（

走
高
　
一
米
盟

　
　
・
，
甲
斐
　
．
．
浩
（

三
段
跳
・
δ
米
登
．
－

　
　
．
河
野
・
格
（

砲
丸
投

　
　
　
　
一
〇
米
畳

　
　
　
海
野

　
　
　
　
　
隆
幸
（
坪

継
走
（
（
8
米
》
一
分
満
秒

　
　
　
東
中
チ
ー
ム

【
中
学
校
女
子
】
幽

一
8
氷
　
竃
秒
昌

轟
三三鐡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
中

型
髄
　
離
餐
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
．
－
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
’
薫

〃
　
）

．
鏡

轟，7、

燐ヨ

穿
．
．
》

　
　
　
，
鹸
漣
…
・
・

申
｝
」
矯

　
　
．
，
、
麗
諭

　
や
也
．

い

青
柳
ク
ニ
子
（
東
・
甲
》

き
呆
』
O
秒
屋

　
　
　
青
柳
グ
ニ
子
（

下
和
臨
米
蝿
（

　
　
　
田
中
節
美
（

　
　
も

書
，
鰹
貧

砲
丸
投
≧
米
（
昌

　
　
　
．
沖
田
　
政
手
（

継
是
（
§
米
）

　
　
　
東
中
チ
ー
ム

、

　．〃〃・〃4ρ

vl》）し．
翫藤譲総麟難論熟：轟撚

【
継
走
】

小
学
校
男
子
（
八
O
O
米
）
　
㍉
　
〆
短

　
一
等
’
福
瀬
小
学
校
チ
ー
ム
　
早
譜

　
二
等
　
下
塗
小
学
校
チ
し
み

　
三
等
　
東
郷
小
学
B
チ
ー
ム

【
継
走
】
「
　
　
　
　
　
　
　
　
・
㍉
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
，
・
甲
騒

申
学
校
男
子
（
八
O
O
米
）
，

　
一
等
　
東
郷
申
学
B
チ
ー
ム
・
　
》
財

二
等
”
　
　
A
チ
ー
ム
．
憾

．
三
等
グ
　
・
℃
チ
鮎
ム

【
継
走
】
　
　
　
　
　
　
」
ふ
ぼ

小
学
校
女
子
（
四
〇
〇
米
》
．
．
、

　
一
等
、
東
郷
小
学
露
チ
ー
ム

　
ニ
等
・
〃
　
　
　
B
チ
ー
弧

　
三
等
　
越
表
小
学
校
摂
L
胸

’【

p
走
】
　
　
　
臥
灘

中
学
校
女
子
（
四
〇
〇
米
）
　
　
眉
欝
幽

　
一
等
　
坪
谷
申
学
校
チ
4
ム
一
鉱
甑

轟
轟
鋸
”
n
鱗
疑

しマ．

伽1．

l
l

：1・．

郵
＝
〆

蓼

φ
．引

㌧

　
　
　
　
　
　
’

．
」
多
臥
陰
鰹
ギ
創
℃
邸
．
い

．
　
も

り
．

も

．
　
【

鹸醜
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e

＾μ噂 e’暫w－囚、翼暫解　
，

稟（第4？号）．

・
額
，
騰
璽
苫
，
岬
、
帯
薫
遷
ピ

．
剰
矧
刷
刻
建
網
」

脂
　
本
村
第
八
回
の
文
化
祭
を
左

　
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の

　
で
村
民
各
位
の
一
層
の
協
力
を

，
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
、
分
館
文
竃
祭

　
　
1
、
各
分
館
に
於
て
適
当
な

　
　
　
期
日
に
実
施
す
る
。

　
　
2
、
事
業
等
に
つ
い
て
は
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
央
公
民
館
に
準
じ
で
行

　
　
　
．
つ
〇

　
二
、
月
央
公
民
館
文
段
祭

　
　
e
　
期
月
　
十
曇
月
九
臼
、

　
　
．
ヤ
日
、
＋
一
飼

　
　
㈲
．
場
所
．
東
郷
小
学
校

　
　
鱒
豊
野

　
　
　
－
、
誉
作
島
町

　
　
　
2
、
英
引
目
縮
晶
展

　
　
　
3
、
一
般
手
芸
品
展
．

　
　
　
4
、
弓
勢
郷
土
、
農
協
裏

5
、
農
林
産
零
細

6
、
庄
勢
望
善
事

7
、
生
花
農

8
、
衛
生
農

9
、
畜
意
展

ね
、
特
異
展

1
1
、
移
動
交
化
夢

覗、

ｰ
漆

立
言
庭
球
、

酷

　
　
　
　
　
　
　
導
通
、
柔
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
伝

　
　
　
る
醒
酔
を
含
む
）
囲
碁

胃
　
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
㈱
、
日
穆

　
　
〇
　
九
圓
（
金
）

　
　
　
午
前
申
受
付
年
後
陳
列

　
　
　
審
査

　
　
〇
　
十
日
（
土
）
午
前
九

　
　
　
時
開
展

　
　
　
小
学
校

　
　
　
児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

　
　
　
排
球
、
卓
球
、
柔
道
、

　
　
　
鯉
碁

　
　
O
十
一
日
（
旦

　
　
　
駅
伝
、
剣
道
、
庭
嫁
、

　
　
　
畜
産
展
演
劇
と
映
画

　
　
　
表
彰
式
、
后
四
時
閉
展

　
㈹
衷
彰

　
　
分
館
に
於
け
る
表
彰
は
個

　
　
人
表
彰
と
し
本
館
は
団
体

　
　
表
彰
と
す
る
。

　
㈹
　
農
林
産
品
展
出
品
種

　
　
目
、
数
量

【
主
穀
】
　
、

　
　
甘
藷
（
一
蔓
）
玄
米
（
本

　
　
館
一
升
、
分
館
一
俵
）

【
読
菜
】

　
　
し
ょ
う
が
（
一
株
）
ご
ぼ
r

　
　
う
、
に
ん
じ
ん
（
五
本
）

　
　
ね
ぎ
（
一
把
、
廻
り
約
一

　
　
尺
）
じ
ゃ
が
い
も
（
一
貫
）

　
　
大
根
、
白
菜
（
三
株
）
里

　
　
芋
（
一
株
）
　
　
　
　
・

【
雑
穀
】
　
　
　
　
　
　
購
、

　
　
豆
類
二
升
）
と
う
き
び

・
　
（
三
穂
）
粟
、
そ
ば
、
落

　
　
花
生
（
一
升
）

【
果
樹
】

　
　
．
み
か
ん
、
柿
（
五
個
）
粟

　
　
（
五
合
）
　
　
　
　
’

【
林
産
物
】

　
　
椎
茸
（
百
匁
）
木
炭
＝

　
　
黛

【
農
麗
加
工
晶
】

　
　
茶
（
五
十
匁
）
み
ぞ
（
百

簿
　
匁
）
醤
油
（
二
日
頃
ζ
う

　
　
じ
（
二
合
）

【
藁
工
品
】

　
　
簿
（
一
枚
）
そ
ら
く
ち

　
　
（
一
荷
）
な
わ
（
手
な
わ
一

　
　
バ
ン
、
機
械
な
わ
一
丸
）

　
　
億
私
炭
俵
（
一
個
）
草
履

　
　
類
（
一
足
）
み
の
、
く
ら

炉
　
し
た
、
か
さ
等
（
一
個
）

悔
そ
の
他
の
製
作
品

（
註
）
農
麗
加
工
品
に
つ
い
で

　
は
詳
細
な
説
明
書
を
添
附
の

　
こ
と
●

　
l
1
1
1
↓
ラ
』
一

麦の芽出し播き
鵬m騰髄門戸誓囲IMI量髄D●・・藺9M．旧餌肪闘1叩．ユ

　
畑
に
餐
か
れ
た
麦

の
種
子
が
芽
を
出
す

に
は
、
温
嵐
と
水
分

と
酸
素
の
三
の
要
素

が
程
よ
く
与
へ
ら
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
種
ま
き
の
適
期

と
云
は
れ
る
頃
の
気

温
は
発
芽
に
一
番
都

合
の
よ
い
温
度
で
あ

る
か
ら
適
期
に
措
く

と
発
芽
が
早
い
が
そ

れ
よ
り
お
そ
く
な
る
と
段
々
信

販
が
低
く
な
る
の
で
発
露
は
次

第
に
お
く
れ
て
く
る
。
ま
い
た

種
子
を
出
来
る
だ
け
早
く
し
か

も
揃
っ
て
発
芽
さ
せ
る
こ
と
は

毒
忌
童
画
激
麗

の
為
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
人

柱
聚
錨
麟
難
杁
乱

せ
う
。一

、
蓄
τ
の
期
罐

、
芽
の
部
分
が
引
く
ふ
く
れ

て
、
ま
だ
根
が
外
に
嵐
な
い
種

度
n
俗
に
芽
を
三
つ
牝
と
曇
拡

れ
る
程
度
の
も
の
が
最
も
よ

い
。
併
し
根
が
一
本
門
外
に
現

殴
れ
髭
く
ら
ひ
の
も
で
も
差
支

へ
な
い
●

二
、
穿
出
し
の
霞
機

　
最
も
行
ひ
易
い
芽
の
出
し
方

は
、
風
呂
湯
浸
法
に
よ
っ
て
種

子
を
消
籍
し
た
後
、
風
呂
か
ら

旧
記
げ
そ
す
ぐ
に
む
む
ろ
に
猛

デ
、
そ
の
上
を
ぬ
れ
む
し
ろ
な

ど
で
覆
ひ
｛
日
陰
に
お
い
珍

を
出
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
、
こ

の
間
時
々
む
し
ろ
の
上
か
ら
水

を
か
け
て
種
子
の
乾
く
の
を
防

蟹
（
ま
た
時
々
か
き
ま
ぜ
て
水

分
や
空
気
が
一
様
に
行
き
渡
る

や
う
に
す
る
が
よ
い
。
餐
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

嚇
聾
露
彗
霧
讐

生
乾
き
に
す
る
と
よ
い
。

三
、
穿
出
し
乾
燥
租
子

　
適
当
な
程
度
に
芽
出
し
は
じ

た
も
の
の
、
生
嬬
雨
に
な
っ
た

り
、
そ
の
他
の
事
情
で
、
種
ま

き
の
で
き
な
い
場
合
が
起
ら
ぬ

と
は
織
ら
な
い
。
こ
の
時
は
直

に
属
遜
し
の
よ
い
場
所
塔
薄
く

払
げ
て
乾
か
し
そ
れ
以
上
発
芽

が
進
ま
な
い
や
う
に
人
為
的
に

と
め
て
じ
ま
ム
の
で
あ
る
ζ
の

程
度
の
穿
出
し
踊
手
は
乾
か
し

て
も
決
し
て
死
な
な
い
。

画
、
婆
魯
し
乾
煉
■
子
と

　
霧
死
穿
　
　
　
賦

’
穿
出
し
乾
釣
目
子
は
、
種
播

き
が
出
来
る
様
に
な
り
次
第
、

す
ぐ
に
普
通
の
種
子
の
や
う
に

播
き
つ
け
る
の
で
あ
る
が
特
別

に
播
種
量
を
増
す
必
翼
は
な
い

芽
出
し
乾
燥
種
丑
ぽ
普
通
の
種

子
よ
り
芽
や
根
の
伸
び
方
が
ず

っ
と
早
く
、
乾
燥
し
な
い
芽
出

　
寄
子
に
比
べ
て
も
大
し
て
劣

る
ζ
と
は
な
い
、
然
し
冨
び
水

蝕
躯
潔
臨
調
醐
麟

種
子
の
寿
命
は
三
遁
閥
ま
で
と

（
実
際
に
ζ
の
様
な
こ
と
は
な

い
）
考
え
て
お
け
ば
よ
い
。

五
、
播
種
後
の
至
急

　
芽
出
し
種
子
は
播
き
付
け
た

後
で
、
雨
な
ど
の
た
め
旧
き
溝

に
水
が
た
ま
り
長
い
間
水
浸
し

の
状
態
に
お
か
れ
る
と
、
酸
素

の
供
給
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る

の
で
窒
息
し
て
死
ん
で
し
ま
う

事
が
あ
．
だ
か
ら
排
水
溝
を

設
け
播
き
溝
に
水
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。六

、
穿
出
し
副
子
を
使
用

　
し
た
場
合
の
場
収

　
岡
山
県
織
粟
識
鹸
場
の
試
験

成
績
に
よ
る
と
手
を
加
え
漁
普

通
麗
子
に
比
べ
て
四
分
か
ら
一

割
六
分
の
増
収
と
な
っ
て
お

h
殊
叉
成
熟
闇
も
二
、
三
重
乃

至
敏
目
早
く
な
っ
て
い
る
。

七
、
絡
踏

　
以
上
麦
の
芽
出
し
播
き
の
み

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
ζ
の

外
に
も
多
く
の
幽
厘
題
が
残
さ
れ

て
い
ま
ず
要
点
を
列
記
し
て
み

6
と

　
イ
、
肥
料
は
成
丈
硫
酸
を
含

　
　
ま
な
い
肥
料
を
使
ふ

　
二
野
石
炭
を
ま
い
て
酸
性
を

　
　
な
く
し
て
お
く

　
侮
二
期
は
十
一
月
申
旬
で

　
　
す
か
ら
早
目
に
準
備
す

　
　
る
、
勿
諭
寺
迫
は
お
そ
く

－
越
表
は
早
く

　
二
、
堆
肥
は
よ
く
腐
っ
た
も

　
　
の
を
使
ふ

　
ホ
、
麦
の
肥
料
の
吸
収
す
る

　
　
割
合
は
全
章
で
チ
ッ
ソ

垂
準
繕
里
言

　
　
チ
ッ
ソ
は
お
重
き
な
璽

　
　
で
二
割
リ
ン
サ
ン
と
加
里

　
　
は
金
肥
と
全
じ
位
で
あ

　
　
る

　
へ
、
反
当
の
種
子
量
は
適
期

　
　
ま
で
三
升
と
し
一
〇
日
お

　
　
く
れ
る
毎
に
一
升
増
す
、

　
　
又
酸
性
の
強
い
畑
リ
ン
サ

　
　
ン
の
効
き
の
悪
い
火
山
灰

　
　
土
で
は
早
ぐ
播
い
て
播
種

　
　
量
を
増
す

　
ト
、
麦
は
薦
が
二
枚
迄
は
種

　
　
の
養
分
で
庄
き
て
い
る
の

　
　
で
麦
踏
み
や
土
入
は
葉
が

　
　
三
枚
に
な
り
根
で
肥
料
を

　
　
吸
ふ
様
に
な
っ
て
行
う

　
チ
、
播
巾
率
を
広
く
す
る
，

　　

@
虚
誕
識
課

　
　
ふ
こ
と
で
す
苗
半
作
と
云

　
　
ふ
ζ
と
ば
が
あ
り
ま
す

　
　
が
、
麦
の
苗
は
葉
が
二
枚

　
　
ま
で
と
考
え
て
初
期
の
生

　
　
育
硬
適
期
播
種
が
何
よ
り

　
　
大
切
な
こ
と
と
云
え
ま
し

　
　
よ
，
つ

　
l
l
ー
ー
ー
壱
色
騨
丁
一

＾！h

・’　　、
P／～、・7

離蓼

“硬

鮒＼
「
な
た
ね
」

　
　
　
に
つ
い
セ

　
台
風
の
た
め
切
角
の
苗
も
大

変
な
目
に
あ
っ
た
事
と
思
い
ま

す
、
そ
の
后
蒔
な
お
し
さ
れ
た

苗
も
既
に
葉
が
三
～
四
枚
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

十
、
一
月
下
旬
に
な
る
と
苗
も
葉

も
＝
ニ
セ
一
五
枚
位
に
な
り
六

十
日
位
に
な
り
ま
す
お
く
れ
ず

に
定
植
し
ま
せ
う

　
注
憲
事
頃
と
し
て
簡
記
に
す

れ
ば

一
，

蓄
，
・
蔚
ば
潮
溜
3
順
鯛
麺
母
姻
．
、
幽
網
棚
囑
錦
、
餐
懲
硬
鋼
軽
誰
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋

　
イ
、
一
重
に
一
三
本
ぞ
一
五

　
　
本
旧
臣
植
込
む

　
ロ
、
本
田
に
石
灰
二
〇
貫
を

　
　
全
面
撤
布
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
ハ
、
肥
料
は
多
い
程
結
構
で

　
　
す
が
堆
肥
三
〇
〇
貫
硫
安
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

　
　
丑
四
過
石
五
賃
迦
里
三
貫

　
　
更
に
下
肥
か
磁
安
ゴ
～
三
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
回
開
蒋
迄
に
施
す
る
こ
と

≧
、
定
植
前
に
薄
い
硫
安
水

　
　
を
根
元
に
充
分
か
け
て
苗

　
　
取
り
を
オ
笛
　
　
“

　
ホ
、
定
植
は
梢
深
旧
に
椿
え

　
　
風
に
よ
る
密
の
鋤
よ
う
を

　
　
防
ぐ
為
根
を
是
で
お
ざ
え

　
　
る

　
へ
、
・
斜
植
よ
り
直
立
植
の
方

　
　
が
望
ま
し
い

　
ト
、
な
た
ね
は
浅
根
性
だ
か

　
　
ら
極
端
な
深
植
は
分
枝
数

　
　
を
少
く
す
る
発
根
部
は
一

　
　
遷
し
て
い
る

な
た
ね
を
う
ん
と
増
産
し
て
食

生
活
の
改
善
に
役
立
た
せ
ま
し

よ
う

　
一
1
－
1
」
母
・
堅
塁
1

　
さ
ま
ま
コ
ヨ
コ
ヨ
ヨ
ヨ
　
　
ロ
ロ
　
の
ヨ
コ
ヨ
ヨ
ゼ
む
ま
コ

共
濟
便
り

　
輌
一
門
＝
欄
一
一
鴨
一
一
■
一
一
一
一
菖
一
＝
一
一
＝
一
「
一
＝
＝
一
一
一
一
一
昌
＝
一
一
＝

　
過
去
に
於
け
る
数
次
の
災
害

で
、
天
災
地
変
に
対
す
る
人
為

的
な
防
備
が
如
何
に
微
弱
な
も

の
で
あ
る
か
を
私
達
は
体
験
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
様
に
人

力
で
防
ぎ
切
れ
な
い
災
害
か
ら

農
家
を
擁
護
す
る
制
度
は
農
業

災
害
補
償
法
に
基
く
共
済
制
度

以
外
に
な
い
こ
と
は
、
今
更
申

述
べ
る
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
が
昨

年
度
の
如
き
数
十
隼
来
の
大
災

害
に
、
共
済
金
の
額
は
僅
少
で

あ
り
農
家
の
日
待
を
裏
切
っ
だ

も
の
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
本

制
度
へ
の
厳
し
い
批
判
を
受
け

難
穐
鑑
の
通
り
で
あ

　
然
し
乍
う
斯
る
錨
果
を
責
し

牝
事
は
e
瓜
当
共
済
金
額
の
低

率
、
昌
政
府
の
共
済
金
の
削
減
、

㈲
現
行
制
度
（
『
筆
単
位
共

済
）
更
に
累
積
せ
な
過
三
曹
の

未
納
掛
金
面
こ
れ
ら
一
つ
く

に
超
因
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し

て
本
制
度
の
改
革
並
組
合
運
営

の
充
実
強
化
等
阜
急
に
検
討
さ

る
べ
き
だ
と
痛
感
致
し
ま
す
。

　
撮
、
本
年
度
の
稲
作
は
、
農

林
省
発
表
の
如
く
毛
手
四
百
万

石
と
云
う
近
年
稀
な
豊
穣
の
年

と
し
て
私
達
農
家
は
満
作
の
喜

び
に
み
ち
溢
れ
昨
年
度
災
害
の

痛
手
を
挽
回
出
来
る
も
の
と
、

只
管
無
事
平
穏
な
採
り
入
れ
を

念
願
し
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
二
十
二
回
目
襲
撃
は
ζ

の
慶
び
を
一
瞬
に
し
て
崩
し
早

耳
§
3
…
場
轟
馨
三
嘗
零
暑
…
●
…
召
屋
§
。
含
≡
層
量
§
麟
§
習
量
…
甥
8
…
・
昌
…
．
署
脚

朋　　

ｺ
祭
η
に
つ
い
て
、

東
郷
村
　
公
民
舘

東
郷
村
婦
人
戸
絡
協
議
会

ぺ
お
祭
・
9
に
は
お
客
の
詔
待
は
や
め
ま
し

　
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

書“08剛・川■1■瞼1闘・■賦川・．08髄11量嗣19圏噸

，
二
、
内
訓
は
簡
素
に
お
官
の
賑
い
を
盛
ん
に
、

　
　
致
し
塗
よ
♪

　
三
、
余
興
は
農
村
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
経
喪
の
節
約
に
つ
と
め
塗
し
よ
5
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

●
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旧
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旨
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＝
●
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●
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つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
予
測
で

き
な
い
天
災
に
対
し
今
こ
そ
私

達
は
本
制
度
を
よ
り
一
価
充
実

強
化
し
お
互
農
業
経
割
目
安
定

を
期
し
度
い
も
の
だ
と
深
く
念

ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
家
畜
診
療
所
の
近
況
を

お
伝
え
致
し
ま
す
。

　
家
畜
共
済
制
度
は
農
亀
卜
に

示
し
ま
す
様
に
診
療
事
業
と
相

併
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
り
ま
し
て
常
に
家
畜
の
健

康
保
持
に
留
意
し
未
然
に
事
故

の
発
生
を
防
止
し
万
一
発
生
し

た
事
故
を
補
償
す
る
も
の
で
事

故
を
補
償
す
る
こ
と
の
み
が
本

制
度
の
使
命
で
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
必
組
合
に
於
い
て
は

既
に
昭
和
二
十
八
年
十
月
に
診

療
所
の
般
置
を
み
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
専
任
の
技
術
職
員
が

欠
員
で
組
合
員
へ
御
迷
惑
を
掛

け
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
般
那
波
獣
医
師
の
着
任
を
お

願
い
し
八
月
一
日
よ
り
家
畜
の

診
療
に
専
念
致
し
て
居
ま
す
。

家
畜
の
健
康
診
断
、
治
療
等
何

麟　
　
も
応
じ
ま
す
蛸
ぜ
い
御
利

　
　
協
力
方
切
に
御
依
頼
申
上

ま
す
。

　
ヨ
さ
コ
ヨ
き
ヨ
コ
　
一
二
コ
コ
ロ
コ
ロ
ロ
　
ロ
ロ
ロ
ロ

農
協
だ
よ
リ

　
●
0
留
■
＝
冒
厨
冨
●
■
●
3
●
●
＝
昌
の
層
●
0
5
昌
，
O
一
」

A
月
二
8

　
区
長
組
合
長
合
同
会
に
て
米

轟
職
霰
蝕
鞭
錺

力
量
を
依
頼
し
た
。

三
蓋
剛
日

農
鰺
再
建
特
別
委
員
会
が
開

　
か
れ
、
農
協
の
陳
情
書
が
審

議
さ
れ
た
。

八
月
五
日

農
協
再
建
委
員
会
と
村
当
局

　
合
同
に
て
農
協
の
現
況
に
つ

き
詳
細
な
る
調
査
が
行
わ
れ

　
た
。

八
月
＋
五
日

青
協
翠
黛
委
員
会
の
主
催
に

　
よ
り
農
協
再
建
に
就
て
の
公

　
聴
会
が
開
か
れ
た
。

八
月
十
七
日

　
米
の
予
約
は
順
調
に
進
み
当

　
初
の
目
標
を
超
過
し
て
三
四

　
七
六
後
に
達
し
た
。
八
月
十

　
七
日
よ
り
廿
八
目
迄
各
区
毎

　
に
組
合
員
慰
間
浪
曲
会
を
闘

　
催
し
た
。

九
月
目
呂

　
村
会
に
於
て
農
協
の
陳
情
に

　
対
し
、
五
百
万
円
の
長
期
三

田　
利
子
予
托
が
議
決
さ
れ
た
。

九
月
目
九
日

　
役
員
会
を
開
い
て
、
村
会
の

　
前
記
議
決
に
基
づ
く
今
後
の

　
運
営
方
針
を
審
議
し
た
。

九
月
二
＋
穴
巳

　
役
員
会
を
開
い
て
左
の
事
項

　
を
協
議
し
た
。
　
　
　
　
一

　
ω
部
落
座
談
会
の
開
催

㎜
翻
群
購
耀
の
件

十
月
四
日

　
こ
の
日
よ
り
一
週
間
に
わ
た

　
り
二
班
に
分
れ
て
部
落
座
談

　
会
を
棚
櫨
し

．
ω
増
資
八
O
万
の
達
成

鋤
康
讐
貯
讐
の
増
強
　
膳

　
㈲
甘
嘉
集
荷
の
岸
元
化

　
を
呼
び
掛
け
た
。

十
月
二
十
二
日

　
役
員
会
を
開
い
て
左
の
案
件

　
を
審
麟
決
定
し
た
。

　
ω
目
下
県
下
に
於
て
募
集

　
　
中
の
第
三
回
組
合
定
期
三

　
　
八
O
万
円
の
引
受
け

　
似
　
甲
斐
実
氏
所
有
の
三
三

　
　
車
引
取
り
条
件
並
び
に
旧

・
、
！

認
め
勢
至

㈲
　
紫
茸
生
翠
雲
大
会
の
寧

染
型
催

村
報
原
稿
寡
集

　
　
　
も
　
の

　
左
記
に
よ
り
村
報
至
聖
を
毎

月
募
集
し
ま
す

一
、
本
村
政
治
馬
星
兜
、
産
桑

　
厚
臼
、
そ
の
趣
鑑
活
全
般
に

　
亘
る
盈
摂
的
な
慧
見
又
は
業

鑓
鋸
録
で
あ
ゑ
ら
と

二
、
自
館
の
詩
、
短
歌
、
俳
句

網
締
、
等
　
一

三
馬
六
百
字
溌
の
ζ
と

蟹
、
送
先
は
舞
封

墾
璽
穆
順
順
　
　
　
“

五
、
環
覇
絃
姻
蒸
し
な
い

六
、
適
所
氏
名
鯛
紀
の
孤
と

識
水
野
崔
会

入
選
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

舞
　
　
　
坪
谷
富
山
　
　
勲

勤
務
よ
り
わ
が
帰
る
道
父
母
が

麦
刈
り
て
る
る
み
れ
ば
す
ま
な

く　
　
　
寺
門
小
山
本
　
信

月
い
ま
だ
光
放
聾
す
夕
潮
の
な

ほ
青
々
と
う
ね
る
冨
向
灘

　
　
　
　
坪
谷
鈴
本
高
志

回
向
す
る
み
声
変
ら
ね
ど
継
ぐ

息
の
多
く
な
り
て
師
も
老
い
ら

れ
し
か
な

　
　
　
横
須
賀
北
野
磁

北
下
浦
の
潮
騒
聞
き
を
れ
ば
こ

こ
に
歌
詠
み
し
人
の
偲
ば
ゆ

　
　
　
小
野
田
島
田
弘
人

山
深
く
来
て
混
血
の
子
と
会
へ
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叢
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あ
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。
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史
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